
日

本

生

産

性

本

部

創

立

�

周

年

記

念

大

会

で

祝

辞

を

述

べ

る

駐

日

米

国

大

使

・

ラ

イ

シ

ャ

ワ

ー

（

１

９

６

５

年

３

月

１

日

）

。

■

信

頼

す

る

に

足

る

生

産

性

指

数

統

計

　

「

生

産

性

運

動

が

始

ま

っ

た

当

時

に

は

、

わ

が

国

に

は

ま

だ

信

頼

す

る

に

足

る

生

産

性

指

数

統

計

が

な

か

っ

た

。

精

密

な

計

算

方

式

に

よ

る

指

数

の

算

出

を

定

期

的

に

行

な

う

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

（

昭

和

）

三

十

三

年

度

か

ら

で

あ

る

。

」

（

『

生

産

性

運

動

�

年

の

歩

み

』

）

　

日

本

生

産

性

本

部

は

１

９

５

８

年

５

月

、

『

生

産

性

統

計

』

（

季

刊

）

を

創

刊

し

た

。

生

産

性

指

数

は

、

分

子

に

な

る

産

出

量

指

数

と

分

母

に

な

る

労

働

投

入

量

指

数

を

、

通

産

省

の

生

産

動

態

統

計

と

い

う

同

一

基

礎

資

料

か

ら

、

業

種

な

い

し

品

目

に

ま

で

下

り

て

算

出

し

て

い

る

の

が

特

徴

だ

。

　

同

統

計

は

後

に

『

活

用

労

働

統

計

』

（

１

９

６

６

年

創

刊

）

と

な

る

。

サ

ブ

タ

イ

ト

ル

に

は

「

労

使

交

渉

の

指

標

」

。

労

使

交

渉

に

お

け

る

中

立

的

・

科

学

的

な

基

礎

情

報

と

な

っ

た

。

　

同

統

計

に

よ

る

と

、

就

業

者

１

人

当

り

Ｇ

Ｄ

Ｐ

は

�

年

：

名

目

�

万

４

・

６

千

円

／

実

質

１

１

５

万

１

千

円

。

こ

れ

が

�

年

後

の

�

年

に

は

名

目

�

万

４

・

８

千

円

／

実

質

２

３

５

万

２

・

９

千

円

。

急

上

昇

し

た

こ

と

が

一

目

で

分

か

る

。

■

「

�

周

年

宣

言

」

を

発

表

　

�

年

３

月

１

日

。

日

本

生

産

性

本

部

は

創

立

�

周

年

を

迎

え

、

都

内

で

記

念

大

会

を

開

い

た

。

政

界

や

産

業

界

、

労

働

界

、

学

界

な

ど

か

ら

約

１

５

０

０

人

が

参

加

。

記

念

大

会

で

は

本

部

会

長

・

足

立

正

の

あ

い

さ

つ

に

続

い

て

、

専

務

理

事

・

郷

司

浩

平

が

今

後

の

運

動

方

向

を

明

ら

か

に

す

る

「

生

産

性

運

動

�

周

年

宣

言

」

を

発

表

し

た

。

　

宣

言

で

は

、

前

文

で

「

わ

が

国

が

数

年

間

に

生

産

と

貿

易

の

倍

増

を

実

現

し

て

先

進

産

業

国

の

グ

ル

ー

プ

に

加

え

ら

れ

る

に

至

っ

た

も

の

の

、

高

度

成

長

の

『

ひ

ず

み

』

が

表

面

化

し

つ

つ

あ

り

、

そ

の

是

正

こ

そ

、

生

産

性

運

動

が

今

後

挑

戦

す

べ

き

最

大

の

課

題

」

と

指

摘

。

こ

れ

か

ら

の

運

動

の

方

向

と

し

て

、

▽

日

本

独

自

の

経

営

管

理

の

優

れ

た

分

野

の

発

展

▽

労

組

の

さ

ら

な

る

近

代

化

▽

労

使

協

議

制

の

一

層

の

活

用

▽

中

小

企

業

に

お

け

る

人

材

育

成

、

経

営

近

代

化

▽

生

産

性

運

動

に

お

け

る

ア

ジ

ア

諸

国

・

Ａ

Ｐ

Ｏ

と

の

協

力

推

進

―

―

と

い

う

五

つ

の

指

針

を

示

し

た

。

　

そ

の

後

、

記

念

大

会

で

は

来

賓

を

代

表

し

て

駐

日

米

国

大

使

・

ラ

イ

シ

ャ

ワ

ー

や

労

働

大

臣

・

石

田

博

英

、

経

団

連

会

長

・

石

坂

泰

三

、

同

盟

会

長

代

理

・

滝

田

実

ら

が

祝

辞

を

述

べ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


